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１．対面録音機能について

◆対面録音機能とは
対面録音機能は、カイクラフォンアプリ上でお客様との商談や打ち合わせの内容をその場で
保存しカイクラ上にアップロードできる機能です。

やり取りの最中にメモが追いつかなくても、対面録音機能ですべてを記録し、後から確認で
きることで「聞き逃し」や「認識の齟齬」を防ぐことが可能です。

◆ アプリについて
▼対応OS
iOS系:iOS14～18
Android系:Android12～15
※ストレージ空き容量 1GB以上

上記を満たせない場合、アプリインストールができない、着信を受信できない、
通話ができない場合があります。

◆ インストール
iOS版:端末上のApp Storeで入手できます。
Android版:Google Playストアで入手できます。
※検索キーワード:「カイクラフォン」

【iPhone用】【Android用】
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JXXX-XXXX-XXX-XX

p4

2.ログイン方法

ログイン時には、カイクラのURLの一部を入力します

＜ カイクラ URL ＞
https://pX.thincacti.com/CTI/JXXX-XXXX-XXX-XX-789999999/

↑①「サーバー ID」 ↑②「拠点ID」

①

②

③

④

③「カイクラにログインをする際のIDを入力」

④「カイクラにログインをする際のPWを入力」
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1. ご利用の全体フロー

録音の開始から完了までの流れは以下の通りです。

①ホーム画面:対面録音メニューを選択します。

②録音設定:電話番号やお客様名を入力し、録音を開始します。

録音中:必要に応じて一時停止や再開が可能です。

録音停止・保存:録音を終了し、内容を保存します。

③完了・編集:録音完了後、メモの追加や編集が行えます。

p5

操作手順について

① ② ③

p5
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2.1 録音を開始する
ホーム画面より画面下部の「その他」タブを選択し、表示されたメニュー
から「対面録音」ボタンをタップしてください。

p6

操作手順について

イメージ図挿入予定

①その他を
タップ

②対面録音を
タップ
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2.2 情報の入力と開始 
「対面録音設定画面」が表示されます。
以下の項目を入力・確認し、「録音」ボタンをタップしてください。次
に、電話番号・お名前をご入力ください。
また、タグ・メモ:必要に応じて事前に設定・入力が可能です。

p7

操作手順について

イメージ図挿入予定

①お客様のお電
話番号を入力

③必要に応じて
タグを設定 商談

〇〇株式会社 様

場所:〇〇
時間:〇〇:〇〇～〇〇:〇〇

ご注意:録音を開始した時点で、カイクラに履歴が登録されます。

④必要に応じて
メモを入力

②お客様のお
名前を入力
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2.3 録音を終了し保存する
保存の実行 録音を終了する際は、「保存」ボタンをタップしてください。

p8

操作手順について

イメージ図挿入予定

「保存」ボタ
ンをタップで

録音保存
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2.3 録音を終了し保存する
内容の確認と編集 録音完了画面が表示されます。録音ファイルの情報をご
確認いただき、必要に応じて詳細なメモを編集・追加してください。

p9

操作手順について

イメージ図挿入予定

①追加・編集が可能

②メモも追加・編集が可能
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操作手順について

2.4録音データのアップロードについて
スマートフォンで録音していただきましたデータは、

カイクラ上の「会話履歴」に自動的にアップロードされます。

p10

【スマホ画面】

【カイクラ画面】
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操作手順について

2.5商談フィードバック機能について
対面録音の際にカテゴリータグを商談タグと登録すると、
カイクラの会話履歴画面にて商談のフィードバックをAIが自動で分析し表示さ
せることが可能です。

p11

【スマホ画面】

【PC画面】

【PC画面】

①録音の際に「商談」タグをつける

②録音の下のフ
ィードバックマ
ークをタップ
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操作手順について

2.６録音履歴顧客情報修正
対面録音の開始時に顧客情報を入力しなかった場合でも、録音終了後に正しい
顧客情報へと履歴を紐付け直すことができる機能です。

p12

【PC画面:会話履歴を表示】

①顧客情報修正をクリックする

②紐づけたい顧客情報を
入力し「検索」をクリック

③該当名を選択
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操作手順について

p13

⑤画像のポップアップが
表示されたらOKをクリック

④「保存する」をクリック

⑥顧客情報が変更されて
いることを確認する
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操作手順について

■ 顧客情報の修正ができる条件

顧客情報の修正（再紐付け）は、以下の条件をすべて満たす履歴のみ可能
です。

・自環境の履歴 であること ※他社や他拠点など、異なるテナント（環
境）の履歴は修正できません。

・対面録音 の履歴であること

顧客情報（電話番号）が 未入力（初期値） であること

自分（ログイン中ユーザー）が作成 した履歴であること

 注意: 他の人が作成した履歴や、すでに顧客情報が登録されている履
歴は修正できません。

p14
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3.1録音ファイルの管理（未連携録音一覧）
通信環境の影響などで保存が正常に完了しなかった場合や、後ほどアップロード
したいファイルは「未連携録音一覧」からご確認いただけます。
①「その他」メニュー ＞ 「未連携録音一覧」を選択。
②ファイルの再生、手動でのアップロード、不要なファイルの削除。

p15

録音ファイルの管理

その他をタップ

未連携録音一覧を
選択

手動でアップロード
が可能

不要な録音はタップ
して消去

① ②
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3.2 録音ファイルの管理（未連携録音一覧）
可能な操作:ファイルの再生、手動でのアップロード、不要なファイルの
削除。

p16

録音ファイルの管理

①手動でアップ
ロードが可能

②不要な録音
はタップして

消去
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＜ホーム画面＞

録音データに基づき、AIが通話内容を自動で要約します。
通話終了後、画面を更新することで要約を確認できます。
（※生成までにお時間をいただく場合があります）

※自動要約の結果は100%正しいとは限りません。
※自動要約の結果は、通話終了日の翌日23時59分までに反映されます。

■注意点

＜会話履歴画面＞

4.1 録音自動要約の利用方法

4.AI機能
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＜ホーム画面＞ ※要約のみ編集が可能です（感情ラベリング・タスク抽出は編集できません）

録音自動要約を編集することが可能です。
※編集の権限はデフォルトでは「管理者権限」に与えられている機能となります。
（権限の変更方法:管理者マニュアル p.4～参照）

■注意点

＜会話履歴画面＞

録音自動要約の編集

■注意点 ・履歴を他拠点と共有をしている場合、他拠点の要約を編集することはできません。
・編集後には必ず、編集者と日時が記録されます。
・結果は、通話終了日の翌日23時59分までに反映されます。

①

②編集

③保存

①

②編集内容を選択
③編集

③保存

④完了

4.AI機能
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①削除したい履歴を選択
②「選択した履歴の要約を削除」をクリック
③削除する場合には「OK」をクリック
④削除完了

■注意点

＜会話履歴画面＞

録音自動要約の削除

・履歴を他拠点と共有をしている場合、他拠点の要約を削除することはできません。
・削除後には必ず、削除者と日時が記録されます。
・結果は、通話終了日の翌日23時59分までに反映されます。

※要約の削除は会話履歴画面のみとなります。

録音自動要約を削除することが可能です。
※削除の権限はデフォルトでは「管理者権限」に与えられている機能となります。
（権限の変更方法:管理者マニュアル p.4～参照）

①

②

③

④

4.AI機能
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① 自社名を設定できます

② 通話時間ごとに要約の文字数を設定できます。

＜注意点＞

※編集するには「自動要約設定」の権限が必要になります。

※要約レベル設定は最大10個まで設定できます。

※結果は通話終了日の翌日23時59分までに反映されます。

要約レベルの設定
自動要約に反映させる自社名の設定や、通話時間ごとに要約の出力文字数を
設定できます。
（管理画面＞AI機能管理＞自動要約管理）

①

②

4.AI機能
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4.2 クレーム・カスハラ判定

①AI判定の結果は100%正しいとは限りません。
②AI判定の右側の削除アイコンからAIタグの削除も可能です。
（※「AI判定結果削除」権限の付与が必要です。）
③結果は通話終了日の翌日23時59分までに反映されます。

■クレーム・カスハラ判定精度について

＜会話履歴画面＞

会話履歴画面上部の詳細検索からAI判定タグ検索が可能です。
＜AI判定タグ検索＞

録音したデータから「どんな内容の電話か」AIが自動で解析。
解析結果に基づき、「クレーム」「カスハラ疑い」を判定します。
リスクのある通話が迅速に共有されることで、組織的に早期の適切な対応が実
現できます。
※判定結果にカーソルを合わせると判定理由も確認できます。
（下図①）

①

4.AI機能
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4.3 感情ラベリングについて
テキスト化された内容を統合的に判断して、話者ごとに感情づけを行います。
声のトーンは含みません。

感情は8つからラベリングされ、3つのグループに分類されます。
グループごとに特定の色が設定されます。

グループ① 「喜び」「信頼」「期待」
グループ② 「恐れ」「驚き」「悲しみ」
グループ③ 「嫌悪」「怒り」

※いずれも当てはまらない場合は「平常」となります。

感情ラベリングの表示方法
＜手順＞

②テキスト化ボタンが緑色になればテキスト化完了、「感情ラベリング」を選択

①

②

①感情ラベルを表示させたい発着信履歴のテキスト化ボタンをクリック

4.AI機能
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4.4 タスク抽出の利用方法

＜表示手順＞

4.AI機能

会話履歴画面から「タスク抽出」を選択することで表示。

通話終了後、録音したデータからAIが自動的にタスクを抽出。
抽出されたタスクを管理、実行することで業務効率化に役立ちます。
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4.AI機能
※別途お申し込みが必要です。

タスク管理画面からタスクの検索と編集が可能です。
担当者の割当や「対応」「未対応」などの状態を設定することで
タスクの管理が容易になります。

①

②
③

※・会話履歴1件当たり10個までタスクが設定できます。
・「全体のタスク管理」、「自分と担当者未割当のタスク管理」

どちらかの権限が必要です。

← 手入力 →← 自動入力 →
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4.5 自動発着信タグ付け機能

4.AI機能
※別途お申し込みが必要です。

作成した着信タグ/発信タグを元に、
自動発着信タグ付け条件設定画面にて設定した判定条件をもとに、
AIが自動で発着信タグの付与を行います。

＜自動タグ付け時＞

＜事前準備＞
事前にAIで反映させたいタグの作成を行う必要があります。
作成方法については、
利用者マニュアル p.69 『7.7 着信タグ／発信タグ機能について』を参照ください。

＜作成手順＞

▼タグ作成方法
①「管理」→「AI機能管理」→「自動発着信タグ付け管理」の右側『管理画面へ』をクリック

②右上の『タグ管理』をクリック
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4.AI機能
※別途お申し込みが必要です。

③右上の『自動発着信タグ付け条件設定』をクリック
④『新規作成』をクリック

⑤タグ追加画面が表示されるため、タグ名と説明を入力
⑥タグ種別:「顧客タグ」「発信タグ」「着信タグ」の中から、

設定したい項目にチェックを入れてください
⑦『保存する』をクリック。

※『自動発信タグ付け条件設定』をクリックし、次に行う条件設定画面へ遷移ください。
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4.AI機能
※別途お申し込みが必要です。

❶

➋

▼作成したタグを設定画面で追加する

②画面の追加
『追加』をクリックし、追加したいタグを選択

❶ 既にマスタに登録されているタグから選択する。
➋ ❶で設定したタグの判定条件を入力する

※こちらで設定した条件で、AIが該当の通話録音にタグ付けを行うかの判断をします
❸ 『保存』をクリックし完了です。

※作成した条件を削除したい場合は、「削除」→「保存」をクリックすると削除が可能です。

①「編集」をクリック

❸
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対面録音β版をご利用の方へ

4/20のリリースより、対面録音が可能なアカウントを管理できるようになります。
現在β版をご利用中のお客様におかれましては、アカウントごとの設定をお願いいたします。

＜流れ＞
①「管理」画面内の「対面録音管理」をクリック
②「対面録音ユーザー管理」の「管理画面へ」をクリック
③「対面録音機能利用可否」から対面録音を使用するアカウントを切替て保存

※左上の「〇/〇」の母数が利用できるアカウント数となります。
※「対面録音管理」の表示がない場合には権限設定画面内の「ユーザー管理」に が入ってい
るかご確認をお願いいたします。

①

①

②

③

③

アカウント数
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5.1 エラーが発生した場合
ストレージ容量不足と表示された場合
端末の空き容量が不足しています。不要なファイルを削除するなどして、
容量を確保してから再度お試しください。

保存に失敗した場合
「未連携録音一覧」画面より、対象のファイルを再度アップロードしてく
ださい。

5.2 ご利用上の大切なお願い
事前の同意取得:録音を開始する前に、必ずお相手の方（お客様）へ録音
の旨を伝え、同意を得てからご利用ください。

端末容量の確認:⾧時間の録音は端末のストレージ容量を消費いたします。
定期的な整理をお勧めいたします

p29

5.エラーの対処と注意事項

【カイクラフォンアプリについて】
会社 :株式会社シンカ
電話番号:03-6258-0162（カスタマーサクセス窓口）
メール :c_success@thinca.co.jp
営業時間:09:30～17:30（土日祝を除く）


